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我々は、時代に合わせた新しい活動スタイルを確立するため創意工夫を行いながら活動

していますが、経験年数の浅いメンバーが増え、運動ビジョンに対して理解が浅いことか

ら、組織の方向性を見つめ直し地域に根差した希望あふれる活動をしなければなりません。

ＪＣ運動の理念と意義に対する理解を深め、組織のブランディングを高める取組みで時代

と環境に適応させ、運動と活動を正しく行い続けられる運営基盤を築くことが必要です。 

 まずは、この時代における我々の存在意義と成すべきことを見つめ直すために、「なぜ

我々はＪＣに所属して活動をしているのか」「なぜＪＣ運動が必要なのか」を深堀し、確り

と理解することで一人ひとりが希望と誇りを持ってＪＣ活動に取り組む環境を作ります。

そして、どの時代でもメンバー全員が鳥取ＪＣのブランド発信者になるために、広報マニ

ュアルの見直しを行い、時代や運動ビジョンの変化に対応するブランドガイドラインを導

入し、単年度制である組織のブランディングを普遍的で持続可能な活動に発展させます。 

さらに、因幡地域に限らずより多くの人々に我々の運動を認知して頂き関心を持ってもら

うため、当たり前となったＳＮＳ発信に留まらず様々なコンテンツの可能性を見出し、多

様化した情報社会に対応した発信を行い、興味を持って頂く活動へ発展させていきます。

また、我々の運動が因幡地域の人々から共感と賛同を得るために、鳥取ＪＣブランドだか

らこそできる多様な繋がりを駆使し、因幡市民を巻き込んだ魅力ある事業を行うことで鳥

取ＪＣが因幡地域に誇れる組織となり、青年世代を中心としたファン獲得を目指します。 

 どの時代に於いても、安定した信頼あるブランド発信の基盤を築き、我々は何を目指し

て運動、活動しているのかを正しく理解し発信し、それを時代と社会情勢等の環境に適応

させながら因幡地域の人々が心を躍らせ希望あふれる因幡地域への発展に繋げていきます。 

 時間は尊いものです。委員会と言う組織のトップである事は他人の時間を取り扱うこと

を許された立場であると自覚し、責任感と覚悟を持って委員会運営をして行きます。いつ

かの日の子供の様な時間を忘れ夢中になれる。そんな委員会を目指して一年間精進します。


